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　特集は田淵仁浩がエディタで「地球シミュレータ」を掲載す. ン十テラオーダーの計算機も
もちろんたいしたものだが, 要塞が如き施設がすごい. 研究もなかなかで, これで地球温暖化
の原因の一端は解かれようが対策は別問題だ. 
　解説は「DNAコンピューティングのための配列設計」（小林聡）. ここでの配列はプログラ
ム言語で使うやつに非ず. 塩基AGCTの並びである. 与えられたアルファベットから, 曖昧性
なく効率よい（短い）単語集合を構成する技法のDNA版と思えばよし. 
　もう1つの解説, 上田修功, 斉藤和巳の「多重トピックテキストの確率モデル－テキストモ
デル研究の最前線－（1）」は結構むずかしい. 子どもにとりモデルが模型である如くテキスト
は教科書であった. さればテキストモデルはなにか. 機械翻訳の難しい所以である. 
　「地上ディジタル放送の開始にあたって－市場・行政面からのアプローチ－」は中澤宣
彦, 中村秀治による. われらITパワーユーザはニュースの第一報をウェブから得ることが多
い. 本文にもウェブとTVの比較があるが, TVがインターネットに近づくと, また操作の難し
い機械が増えるのではないかとの予想は杞憂か. 
　社会の安全にかかわるシステムプログラムを書くプログラマに対する専門技術者免許の是
非を論う「ソフトウェア技術者は免許制度にすべきか？」（John C. Knight他, 青山幹雄訳）
は, 現行の免許制度は馴染まぬと結論づけた. だが何らかの歯止めは必要だ. 
　安全とは無関係にプログラムを楽しむプロムナードは寺田実の番で「充電器が足りなくて」
という話. コンテストの問題としては簡単な方といえる. 典型的なシミュレーションをひたす
ら実行すればよい. つまりシミュレータを書く能力テストに他ならぬ. 
　都倉信樹は「情報技術の教科書」（情報技術と教育）で情報関係の教科書もハウツウものの
様相と溜め息. ことばの羅列を拾うのみでは「学びて思はざれば即ち罔

くら
し」. とはいえ, この

風潮に「ご時世」と降参すなどとはとんでもない. 
　名著名論はまずAho, Ullmanのコンパイラの本（本多弘樹）の紹介. アメリカの大学教授の
書く教科書の見本である. lexやyaccの使い方の復習には便利なるも, 断じてハウツウもので
はない. 一方瀬崎薫のは待ち行列理論の名著. 計算機屋にとっては時分割方式サービスのス
ケジューリングで必要になった理論である. 
　ひろのかずおの「昨日, 今日, そして明日」では早送りのように単語が現れ仰天す. もとより
全部が分かっているわけではない. 一時の恥をしのび, そのうち誰かにそっと聞こう. 
　11月22日受信のメイル:「SuperComputing 2003(Phoenix, AZ, USA)において日米高速デ
ィスク転送を行い, The Maximum Bandwidth Distance Product Awardを受賞しました. これ
にはWIDEのOC-192を日米折り返しで利用して距離（24000Km）をかせいだことが大きく貢
献しています. RTTは日米一往復半で330msくらいでした. ディスク転送性能は 7.56Gbps」. 
アメリカITまわりの話題では松尾和洋が「バンド幅チャレンジ－インターネットの極限利用
コンペ－」でこの話を書く. 
　スマートタグは椎尾一郎の「RFIDタグを利用したインタフェース」だ. RFIDタグの研究が
いろいろ紹介されている. 椎尾他の「モノに情報を張りつける」（40巻8号）を読み返すと, い
まJR東／西日本で使うSuicaやICOCAも当時は研究中であった. 
　とっきょNow!は山下弘綱が訴訟天国「米国における特許訴訟について」を書き, 巨額の賠
償額で企業の屋台骨も傾く事例, 制度を説明した. 
　楯岡孝道が担当するモバイルは今もシリーズの終りに近づく. 今回は本命のMobileIP 
version6. いまにもRFCが出来そうで遅れている. WIDEプロジェクトでは実用化実験が始ま
ったが, 人気がいまいちなのは携帯電話が普及しすぎているからかな. 
　学会ホームページへの苦情を受け, ボランティア（小幡明彦他）が「Webユーザビリティの
改善」に取り組む. 昨年末に見掛けだけは変るも, 利便性の向上度は如何. (1023)
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